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1 はじめに  

本研究では、以下のように定式化される凹2次  

関数の最小化問題を取り上げる。   

（Q）八郎れ盲m吏ze  

ム拉）＝∑（－CJかdjごj）  
J∈J  

占恨むecffo  

諾 ∈ ∫＝（詔IA：r≦b，J≦諾≦≠）   

ここで、Aは（mx乃）行列で、諾，C≧0，d，J，Ⅶ∈  

点几，b∈点m，J＝（1，…，花）とし、制約領域∫は  

空でない有界閉集合であることを仮定する。   

一般に、凹関数最小化問題は、局所的最適解が  

制約領域の端点に複数個存在する。これらの端点  

の中に大域的最適解が存在するが、それを保証す  

るような必要十分条件が存在しないため、効果的  

な解法がないといってよい。   

そこで本研究では、線形近似関数を用いた変数  

領域の縮小による解法に対しての、初期変数領域  
の与え方による計算量の違いについて比較・検討  

を行なう。  

ここで、  

－Cj祝言＋¢里＋cjJヌーdjら  
fJ＝  

祝ゴーJj  

であり、f。は適当な定数である。  

3 変数領域の縮小  

問題（且）の最適解とし、問題（且），（Q）の関数値  

をそれぞれ、且（e），Q（e）とする。定数∬≧0が  

与えられたとき、   

諾∈∫，諾J¢（7j，句）払rsomeJ∈J  

≠  

且（認）≧且（e）＋∬  

となるような、新たな変数領域（ち，可）を以下の  

ように生成していく。   

問題（且）をシンプレックス法により解き、その  

最適な基底形式表現における、制約条件式の非基  

→底変数の係数行列をG、目的関数の係数ベクトル  

をÅ＊とし、非基底変数の添字集合をJ′とする。こ  

のとき、新たな変数領域を次のように定義する。  

〈  

2 線形近似関数の定義  

制約領J劫≦諾≦祝を用いての、線形近似問題  
を以下のように定義する。   

（且）〟古田盲m五ze  

ム（諾）＝ ∑転＋fo  
j∈J  

β鋸むec古土o  

㌶ ∈ ∫  

JJ＝ maX  Jj）ej－  

〈   

里 ＝  mln  祝J，ej＋  

∬jに対応する壱と、j∈J′について、亀，卑は、  

g壱J＞0が存在しない。  

飢j＞0が存在する。  

（人言≠0）  

人言＝0，ダよJ＞0となる  

Jが存在する。   
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5 作業手順   

1．初期変数領域の設定。   

（年）制約領域∫全体を含むようなJ≦認≦Ⅶ  

を決定する。   

（b）2乃の線形計画問題max。J∈g出j，j∈J  

の結果からJ≦諾≦髄を決定する。  

2．制約条件∫において、線形近似関数ムを目的   

関数とした線形計画問題（且）を解く。  

3．Q（eト且（e）≦Eであれば、終了。そうでな  

ければ、次のステップへ。  

4．問題（且）の結果から、新たな変数制約領域   

言≦諾≦面を生成し、ステップ2へ。  

∞  飢J＜0が存在しない。  

ma又はlタ盲j＜0）タ五ブ＜0が存在する0  

（人言≠0）  

0  人言＝0，giJ＜0となる  

ブが存在する。  

句＝  

とし、∬Jが非基底変数のときには、塾＝0，耳＝  

人言とする0  

4 初期変数領域  

本研究では、初期変数領域を以下のように与え、  

比較・検討を行なう。   

1．制約領域を含むように、各変数に上限・下限  

を与える。  

6 おわりに  

この解法では、変数領域についての下限・上限  

を用いて目的関数の線形近似を行い、変数領域の  

縮小を繰り返すことで大域的最適解を得ている。  

線形近似問題により得られた端点は、比較的良い  

局所的最適解であると考えられることから、この  

端点からの切除平面法を導入、あるいは、線形近  

似に関して、より元の関数の情報を組み込むこと  

による全体のステップ数の減少を図っていく。  
2．各変数方向に対して、最大・最小値を求め、   

その結果をそれぞれ、上限・下限とする。つ   

まり、以下の2花の線形計画問題の結果を用  
いる。  

出j J∈J  
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